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公益社団法人日本心理学会研究集会等助成金 成果報告書 

 

代 表 者 氏 名 太幡 直也 
（たばた なおや） 所 属 愛知学院大学 

総合政策学部 

研究会等名称 欺瞞的コミュニケーション研究会 

 
成 果 概 要 

 
１）参加人数 

第 21 回研究集会（日本心理学会第 85 大会公募シンポジウム） 
・会員  3 名（うち認定心理士 1 名） 
・その他、オンデマンド動画を視聴した参加者多数 
第 22 回研究集会 
・会員  5 名（うち認定心理士 0 名） 
・非会員  2 名（うち認定心理士 0 名） 

 
２）集会等の目的・成果等 

本研究会は、欺瞞や隠蔽など、欺瞞的コミュニケーションに関する研究

に関心のある研究者が、研究発表、議論を行うことを目的として、2011 年

9 月に発足した。本年度は以下の研究集会を実施した。なお、これまでの活

動内容の詳細は、研究会のホームページ（http://drt.secret.jp/index.html）
に掲載した。 

＜第 21 回研究集会（2022 年 9 月 8 日〜10 月 11 日）＞ 
シンポジウム題目：「隠す」心理を科学する―詐欺被害のメカニズムとそ

の防止― 
企画者：太幡 直也（愛知学院大学）、佐藤 拓（明星大学）、菊地 史倫（(公
財)鉄道総合技術研究所） 
話題提供者：太幡直也、佐藤 拓、讃井 知（上智大学）、上野 大介（京都

府立医科大学） 
指定討論者：村井 潤一郎（文京学院大学） 
概 要：「隠す」心理に基づいて他者から利益を搾取する行為として詐欺に

着目し、詐欺を行う側、詐欺を受ける側の両者に着目した研究を

紹介した。最初に、詐欺を行う側について、欺瞞研究の視点から

詐欺の手口をまとめた（佐藤・太幡）。続いて、詐欺を受ける側に

ついて、詐欺を受けた後の行動を踏まえた詐欺被害対策に関する

研究として、家族や地域コミュニティの単位で詐欺を看破するメ

カニズムとその可能性（讃井）、高齢者の詐欺被害防止活動（上野）

に関する研究を紹介した。最後に、総合的な討論において、詐欺

に関する心理に関する今後の研究の展望について議論した。 

＜第 22 回研究集会（2022 年 9 月 24 日）＞ 
概 要：第 21 回研究集会の主題であった「詐欺被害のメカニズムとその防

止」というテーマについて、参加者で更なる議論を行い、欺瞞研

究と特殊詐欺研究の類似点と相違、防止対策についてさらなる議

論を行うことができた。 

 



（様式4）

<研究会名>

研究集会開催日：     2022年 9月 8日(木)〜 10月 11日(金)

氏名 所属 会員
認定
心理士

1 太幡　直也 愛知学院大学総合政策学部 ○

2 佐藤　拓 明星大学心理学部 ○

3 菊地　史倫 （公財）鉄道総合技術研究所 ○ ○

4 村井　潤一郎 文京学院大学人間学部 ○

5 讃井 知 上智大学

6 上野 大介 京都府立医科大学
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研究集会参加者リスト

欺瞞的コミュニケーション研究会

※日本心理学会第86回大会公募シンポジウムにおいて実施され、その他に多数の視聴者がい
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<研究会名>

研究集会開催日：     2022年 9月 24日(土)

氏名 所属 会員
認定
心理士

1 太幡　直也 愛知学院大学総合政策学部 ○

2 佐藤　拓 明星大学心理学部 ○

3 村井　潤一郎 文京学院大学人間学部 ○

4 田中　未央 敬愛大学教育学部 ○

5 藤本 和希 立命館大学大学院人間科学研究科 ○

6 讃井 知 上智大学

7 上野 大介 京都府立医科大学
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研究集会参加者リスト

欺瞞的コミュニケーション研究会
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2023年 3月 31日

研究会名称 欺瞞的コミュニケーション研究会

研究会番号 22006

助成金額 ¥0

年 月 日 項 目 金 額

支出合計 ¥0

日本心理学会研究会　2022年度会計報告書
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